
 

 

2023 年度 駒沢女子大学 

「学修到達度の確認」実施報告書 
2 年終了時確認報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育指針に関する検討委員会 

 

 



  人間総合学群 人間文化学類 日本文化専攻 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

15 名 20 名 75％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 2 13.3％ 6 40.0％ 7 46.7％ 0 0％ 2.67 

人間性 1 6.7％ 11 73.3％ 2 13.3％ 1 6.7％ 2.80 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 4 26.7％ 3 20.0％ 5 33.3％ 3 20.0％ 2.53 

社会性 3 20.0％ 3 20.0％ 8 53.3％ 1 6.7％ 2.53 

ＤＰ３ 

専門力 2 13.3％ 4 26.7％ 7 46.7％ 2 13.3％ 2.40 

判断力 1 6.7％ 4 26.7％ 7 46.7％ 3 20.0％ 2.20 

ＤＰ４ 

技術力 2 13.3％ 3 20.0％ 6 40.0％ 4 26.7％ 2.20 

実践力 2 14.3％ 4 28.6％ 7 50.0％ 1 7.1％ 2.50 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

参考：全体平均 2.46  高評価：教養力（2.67）人間性（2.8） 低評価：判断力（2.2）技術力（2.2） 

(1) 教養力の平均が 2.67，人間性の平均が 2.80 と比較的高い数値となっている。CP に定める教育方法の「主体性

を育むためにアクティブラーニング」を行っている成果が出ていると考えられる。 

(2) 判断力の平均が 2.20 と低い数値となっている。DP 達成に向けて、「諸問題に対する的確な判断力」の育成を

するものとなっているか、CP の検証も必要である。 

(3) 技術力の平均が 2.20 と低い数値となっている。CP の教育内容において「自ら考え発信する実践力を身につけ

ることを目標にカリキュラムを作成」していると明記しており、それに向けた取り組みは行っているが、今後さ

らなるカリキュラムの検証、授業運営の改善が必要である。 

(4) 昨年度の 2 年終了時における「学修到達度の確認」と比べると、コミュニケーション力が 2.2→2.53 と優位に

上昇しており、指導改善の成果が表れたものと考える。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

教養力・人間性 

「日本の文化と歴史 I・II」の科目において、成果集『年中行事から考える日

本の文化』・『祭りから考える日本の文化』を刊行した。調査・考察、およ

び小論文の執筆を通じて、学生の自己評価が向上したものと考える。 

コミュニケーション力 

「日本の文化と歴史 I・II」、「日本語表現 I・II」の科目における、口頭発

表、成果集の執筆という課題を通じて、口頭・文章表現の双方におけるコミ

ュニケーション力について、学生の自己評価が向上したものと考える。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

社会性 

レベル 2.1 を足した割合が 60％を超えおり、下記と並び自己評価の低い領域

である。近代以前の歴史や文学に興味を懐く学生が多いためか、現代社会が

直面する諸問題に対して関心が希薄であるように思われる。歴史や文学を学

ぶなかにも「現代的な視座」が養えるような工夫が求められる。 

判断力・技術力 

レベル 2.1 を足した割合がともに 65％を超え、上記「社会性」と並んで自己

評価の低い領域である。「問題点」や「矛盾点」を見出すことへの低い自己

評価は、平生より書物やインターネットなどを通して得る知識・情報に対し

て無批判かつ無分析に肯うことが一因としてあると推測される。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

判断力・技術力 

知識・情報に対する「矛盾点」「問題点」の指摘（判断力）、比較・分析

（技術力）が低評価であったことを鑑み、３年次以降の専門ゼミの研究発表

では、自分の考え（見解）を自在に発表するだけでなく、他者の考え（見

解）に対する自らが気づき（矛盾点・問題点）を深める機会（時間）を積極

的に増やしていく必要がある。また、多種多様な日本文化を比較・分析し、

より重層的に考察できるように、専門ゼミを横断した学修環境を必要に応じ

て設けていきたい。 

 



7．自己評価コメントまとめ 

 

・日本文化をある一定数は理解しているが、説明までできて理解とするならば、私はまだまだである。 

 

・日本文化についての専門性や技術力についてほとんど知らないと感じあったので、三年生ではもっと自主的に

多くの勉強をしようと思いました。 

 

・これまでの二年間である程度日本文化についての知識はついたと思うけれど、まだ専門的な知識まではついて

いないと思うので、今年からはゼミや授業で専門的なことも勉強していきたいと思う。 

 

・２年時には、特にコミュニケーション力と判断力が１年時よりもついたと分析しました。 

 

・日本文化に関心を持ち、研究する事ができました。 

 

・日本文化専攻で本格的に日本文化について学ぶようになり、日本文化の基本的な概念や、今現在日本文化が抱

えている問題について考えることができた。しかし、日本文化に対する専門性や、定説とされていることに疑

問を持ち、批判的な意見を持つことはまだまだできていないと感じた。しかし、日本文化について自分の考え

を発表したり、話し合いを行ったりすることによって、コミュニケーション能力を身につけることができたと

考えている。 

 

・自分の興味があることについて調べて、自分なりに考えることができた。課題やレポートの作成を通して伝え

る力を身に着けることができたと思う。 

 

・日本文化というものについて、一般的に持たれている印象と変わらないまま１，２年次は学んでいたように個

人的に思いましたが、思い返してみたら、いろんな方面祭りや年中行事その他地元の環境なども踏まえて日本

文化に触れられるようになったと思いました。 

 

・資料を読み込んでから理解するのに時間がかかる、人としゃべることに緊張してしまうなど 

 

・可視化したことによって自分がどのくらい出来ているのか客観的に見る事ができました。私は判断力と技術力

が圧倒的に低いことがわかりました。逆にそこよりは高いところは伸ばしていきたいです。 

 

・部活動などでの活動を通してコミュニケーション能力や判断力が養われたと考える。教養力や技術面について

は正確に自らの能力を認識できておらず、今後ゼミなどのより専門的な授業を通して教養や技術とともに自信

と自らの能力の客観視に努めたい。 

 

・大学生活のなかで様々なことを学び、日本文化に対する知識が深まった。しかし、知識は深まってもそれを伝

えられるコミュニケーション力はあまり伸ばすことができなかった。発表の際に事前に準備した内容を話すこ

とができても、質問されたときに上手に説明できないことが多かった。三年生からは効果的に説明を相手にで

きる力を伸ばせるように努力していきたい。 

 

・現時点では、日本文化に関心を持ち、講義で得られる最低限の知識は身につけることができたのではと思いま

すが、情報や問題点を整理し、言語化して簡単に説明できるかと問われれば自信を持ってできるとはまだ言え

ない段階にあると思っています。 

 

以上 
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  人間総合学群・人間文化学類・ 

人間関係専攻 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

52 名 68 名 76％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 4 8％ 23 44％ 20 38％ ５ 10％ 2.5 

人間性 9 17％ 32 62％ 9 17％ 2 4％ 2.9 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 7 13％ 31 60％ 10 19％ 4 8％ 2.8 

社会性 9 17％ 32 62％ 6 12％ 5 10％ 2.9 

ＤＰ３ 

専門力 5 10％ 21 40％ 18 35％ 8 15％ 2.4 

判断力 8 15％ 26 50％ 12 23％ 6 12％ 2.7 

ＤＰ４ 

技術力 4 8％ 19 37％ 20 38％ 9 17％ 2.3 

実践力 5 10％ 26 50％ 15 29％ 6 12％ 2.6 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

学修指針に示される８つの能力のうち「身についた」（lv.2）以上を選択した者が 9 割を超えたのは「教養力」「人

間性」「コミュニケーション力」「社会性」、8 割を超えたのは「専門力」「判断力」「技術力」「実践力」であ

る。全ての項目で 8 割以上の学生が「身についた」以上の回答をしていることから、2 年生終了時点では専攻の目

指す学修目標は概ね達成したといえる。したがってこの DP 達成にＣＰ、ＡＰは適切に寄与したと考えられる。 

より高水準で DP を達成しているかを検証するため、「非常に身についた」（lv.4）と「かなり身についた」

（lv.3）の選択率のみに注目すると、得点の高い順に「人間性」「社会性」(約 8 割)、「コミュニケーション力」

「判断力」(約 7 割)、「実戦力」(約 6 割)、「教養力」「専門力」」(約 5 割)、「技術力」(約 4 割)となった。本調

査時点で「専門力」「技術力」が低く評価された理由として、専門科目の履修が 2 年次以降に、専門ゼミへの所属

が 3 年次以降であることが考えられたため、同項目得点は進級に伴う上昇が期待される。一方、CP で 2 年時に履

修可能な科目の大半が目指す「教養力」の学修について、高水準の評価が少ないことは課題であろう。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

学生が多様な考えに触れることを意図し、一つのトピックに対して専門の異

なる教員が一堂に会して意見を述べる機会が必修科目にて多く設定されてい

る（例 人間関係の基礎）。このことが「自立した思考の必要性を理解し、

自分自身の価値観を構築しようと努力」する「人間性」の醸成に有効であっ

たと考える。 

社会性 

グループワークを取り入れた科目や、講義型の科目でも授業内に発言させる

科目の多さが、自由記述にもあるように学生間の協力関係構築に役立ち、同

指針が高い水準で達成されたと考えられる。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

教養力・専門力・技術力 

これらの指針が高水準で達成されるべく目指される内容に共通する点は、単

に知識を取り込むだけでなく、それを自分で高めたりそのための方法を知っ

たりすること、また知識を日常生活に活かすことであるとされる。すなわ

ち、得た知識を伸ばす、活かすといった応用の視点である。自由記述をふま

えると、通学する/単位を修得する/授業内でのコミュニケーションなどに

各々励む様子が見受けられるも、いずれも与えられたことをこなすという受

動的な学びや、教室内で学びが止まっている可能性が考えられた。これらの

指針の高水準での達成を目指すには、知識を自らで高める、生活に活かすと

いったより能動的な学びが必要となる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

教養力・専門力・技術力 

まずは教室内で、教員が知識を応用する方法や日常生活で知識が活かされた

事例を伝えることが一つである。また、授業内で学生に知識を生活に活かす

ための工夫や例を考えさせるなど、より学生の興味関心を教室外まで広げる

工夫が求められる。これらは低学年の授業でも行える工夫である。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

＜DP 達成低評価群（得点範囲：8－20）＞ 

教養力や人間性は高校生の頃と比べて身についたと感じるが、コミュニケーション力はまだまだ課題だと感じ

る。 

教養力やコミュニケーション力は１,２年次の授業で身についたと感じるが、専門力は今後のゼミなどを中心に身

につけていきたい。 

社会性と実践力は特に意識して伸ばしていきたい。" 

グループワーク等で、積極的にコミュニケーションを取ろうと意識がついた。 

あまり学修をしていたとは思えない 

人間性が向上し、他人と上手にコミュニケーションをとる。社会に適合する 

大学生活においてコミュニケーション力は高まったと思う。私は人見知りで他人と話すことが苦手だったけど、

大学ではあまり関わらない人とグループワークなどを通して、話す機会があり、嫌でもしないといけない状況な

ので、他人の意見を聞いたり意見を話したりなど、どちらの能力も高まったのかなと思う。 

グループワークを行う授業が多く、そこでの立ち振る舞いが身についたと思う 

これからもっと勉強を頑張れば、いい評価が出来ると思いました。 

まだまだ達成出来ていない 

考え方などが広くなった。コミュニケーション能力が身についた。 

＜DP 達成高評価群（得点範囲：21－32）＞ 

コミュニケーション力と実践力を伸ばしたいです。 

臨機応変に学習をする力が着いたと思います。 

大学に入る前よりもコミュニケーション能力や社会性において成長できたと感じる。 

特に、専門力と技術力が向上したと感じる。 

授業への積極性が上がり、グループワークなどでも話し合いの進め方が 1 年の頃よりは回せるようになっている

と思う。 

コミュニケーション力や社会性が上がった 

教養力や社会性は非常に身についたが、コミュニケーション力や、実践力がまだ足りないと感じるので、今後は

そこを重点的に伸ばしていきたい。 

教科の好き嫌いが激しくモチベーションに波があった 

二年間で教養力と社会性はかなり上がったのではないかと思った。 

計画的に課題に取り組み、単位を落とすことなく学習を進められた。 

人間関係について学ぶことで、自身の生活に生かすことが出来ていると感じる。 

人見知りが激しいので、高校まで人と話す事が上手くできず､悩んだり、1 人でいる時間が多いのが嫌だったこと

もあったが､大学に入り､1 人の時間があっても､有意義に過ごそうと行動範囲が拡がったり､講義内でコミュニケ

ーションをとる機会が多かったので､初対面の人とでも少しではあるが､自分の意見などを伝えられるようになっ

たことが自分に身についたことだと感じる。 

いろんな授業で他学年の人や普段関わりのない人と関わることでコミュニケーション能力が上がったら、グルー

プワークなどによって自分にはない考えも知ることができ、自分の考えを広げることができた。 

毎日学校に通いよく学んだと思います。 

成長したと思う 

興味を持てるものを見つけたことや、興味関心を抱く幅を広げられたことが、この３年間の自身の学修に対して

良かったと感じる点である。まだ発展途上なので、残りの学生生活でも高められるようにしたい。 

自分自身教育に対しても、社会性、人間性に対してもとても成長出来ました。 

大学に入ってから、自ら学ぶ姿勢がより身についたと感じています。授業のグループワークで様々な人と関わる

ことで、新しい発見をできるようになったのも自分の成長の一つだと感じています。 

1 年生の頃よりも人としての能力が成長したので良かった。 

授業内容というより、バイトもプライベートも含めて大学全体の生活で成長できたとおもう。 

大学一年生の頃よりも今の方が講義に積極的に参加出来ている。それは、発言したり相槌を打ったりしたことで

先生から褒められたことが大きな要因となっている。褒められると嬉しいから続けてみたら、それが身についた

のだ。 

今までの高校生まででは学べなかったら教養が学べた 

 

文責：小菅清香
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  人間総合学群・人間文化学類・         

英語コミュニケーション専攻 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

 21 名 21 名 100％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 0 0％ 6 28.6％ 11 52.4％ 4 19％ 2.1 

人間性 4 19％ 10 47.6％ 5 23.8％ 2 9.5％ 2.8 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 0 0％ 9 42.9％ 9 42.9％ 3 14.3％ 2.3 

社会性 0 0％ 12 57.1％ 6 28.6％ 3 14.3％ 2.4 

ＤＰ３ 

専門力 0 0％ 6 28.6％ 10 47.6％ 5 23.8％ 2.0 

判断力 0 0％ 9 42.9％ 8 38.1％ 4 19％ 2.2 

ＤＰ４ 

技術力 0 0％ 6 28.6％ 9 42.9％ 6 28.6％ 2.0 

実践力 0 0％ 10 47.6％ 8 38.1％ 3 14.3％ 2.3 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

３年生になったばかりの時期であるため、全体的にレベル４に到達していないという回答が多い。ただし、３年終

了時はレベル２が到達目標であると考えると、すべての項目において平均 2.0 を超えているので、順調な学修状況

ではないかと考えられる。 

その中では、（２）の人間性は他に比して全体的に高い数値を示している。人間性は「多様な価値観をどれくらい

受け入れられますか？」という問いであることを考えると、対象となった学生たちは多様な価値観に対して受容的

な考え方をしていることが推察される。 

レベル４には達していないものの、比較的数値の高い項目としては、（４）社会性が平均値 2.4、（３）コミュニケ

ーション力と（８）実践力が平均値 2.3 である。「社会の一員として主体的に活動する意欲と責任感をどれくらい

持っていますか？」と問いかけて社会性、「社会人にふさわしい教養・語学力・表現力をどれくらい持っています

か？」と問いかけたコミュニケーション力、「学んだ専門的知識をどれくらい社会に還元することができます



か？」と問いかけた実践力は、いずれも社会との関わりが深い項目である。そういう観点から判断すると、社会に

おいて自分がどれだけ貢献できるのかをきちんと考えている学生が多いことが考えられる。 

残りの 2 年間での成長を支えていきたいと考えている。 

 

 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

「多様な価値観をどれくらい受け入れられますか？」という問に対して非常

に高いレベルを示している。多様性が叫ばれる時代にあって、そのことを授

業等で学ぶ機会もあり、適切に対応できる力が身についているものと思われ

る。 

社会性 

「社会の一員として主体的に活動する意欲と責任感をどれくらい持っていま

すか？」という問に対して高いレベルを示している。社会における責任や使

命感というものを意識できる社会性が身についたものと判断する。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

技術力 
「世界の言語(英語)・社会・文化等に関する専門的な知識をどれくらい応用

できますか？」という問に対するレベルが若干低いように思われる。 

専門力 
「世界の言語(英語)・社会・文化等に関する専門的な知識をどれくらい持っ

ていますか？」という問に対するレベルが若干低いように思われる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

技術力 / 専門力 

専門知識という意味では、英語力や資格の有無も関係するものと思われる。

TOEIC や英検を積極的に受験し、確実に力を伸ばしたり、資格を取得して

させたいと考える。今後、学生に対して自ら目標を設定し、それを実現して

いくよう指導することが肝要と思われる。 

一方、授業を通じて英語力が伸びていることを実感しているという記述が多

く見られるので、今後も専門性の高い授業を行なっていくことが重要である

と考える。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・レポートを書く機会が多かったので、文章を長く書くことができるようになったことで自分

の意見に自信をより持てるようになった。 

・日常生活において以前よりも自然に英語が使えるようになった 

・入学当初は英語を話すことに抵抗があったりあまり自分から話そうとしなかったですが、授

業を通して英語で話すことの抵抗がかなり少なくなりました！！！ 

・積極的にコミュニケーションを取ることの大切さを学べた 

・わからないものをすぐ調べるようになった 

・Englishworkshopや receptionenglishにて今まで学んできた英語を手段としての英語として

応用する機会が多くあり、とても自分の身になったの感じる。 

・英語圏の文化に対しての偏見が薄れ、自身が触れて来た文化とのギャップを受け入れること

が出来るようになった。また、英語の必要性を理解し積極的に授業や課題に取り組めるように

なった 

・前までは外国の方と話すのは英語ができないから嫌だったけど、今は、英語ができるわけで

はないけど積極的にコミュニケーションを取れるようになった。 

・ネイティブの先生がいらっしゃるので、実際使われている英語を学ぶことができてとても良

かったと思います。 

・実際にネイティブの先生が沢山いるのでお話することで英語が少し上達できる気がします。 

・英語の表現力をつけることができたこと。丁寧に伝える英語、書く英語などさまざまある中

で使う場所によって英語を使えるようになったこと。 

・留学をして、たくさんの国の文化を学び色んな人と交流したこと。 

・通訳ガイドで日本の物を英語で紹介するのはとても楽しかったです！ 
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  人間総合学群 観光文化学類 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

30 名 30 名 100％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 4 13.3％ 20 66.7％ 6 20％ 1.93 

人間性 12 40％ 14 46.7％ 4 13.3％ 2.26 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 8 26.7％ 19 63.3％ 3 10％ 2.16 

社会性 8 26.7％ 17 56.7％ 5 16.6％ 2.10 

ＤＰ３ 

専門力 5 16.7％ 16 53.3％ 9 30％ 1.86 

判断力 2 6.7％ 24 80％ 4 13.3％ 1.93 

ＤＰ４ 

技術力 2 6.7％ 18 60％ 10 33.3％ 1.73 

実践力 2 6.7％ 22 73.3％ 6 20％ 1.86 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

本年度の「学習到達度の確認」に係るアンケート調査においては、3 段階評価の内、各項目ともに多くの学生が

「ある程度到達している」という自己評価が確認された。特に DP1b 人間性、DP1a コミュニケーション力、DP2b

社会性に関しては全体の８割を超える学生が「ある程度到達している」以上の高い到達の自覚を示している。これ

に対し、DP3a 専門力、DP4a 技術力、DP4b 実践力に対する学生の自己評価はやや低い傾向にあった。観光文化学

類では２年次から本格的に専門科目の履修が開始されることがその一因として考えられるが、今後に履修する専門

科目により、DP3a 専門力の向上を図ることは十分に考えられる。DP4a 技術力と DP4b 実践力に関しては、３年次

以降の専門ゼミでの対策・取り組みに加え、都内研修や企業と連携したインターンシップ実習を通して「プレゼン

テーション力やレポート作成」に関する技術力を伸ばし、有志学生によるツーリズムコマジョの取組等といった大

学外の社会で学ぶ活動を通して学生の「実践知」の向上に繋がるプログラムを引き続き充実させていきたい。 

 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

DP1b 人間性「多様な価値観を受け入れ、ホスピタリティ精神を創造的に実

現することができる」は全調査項目の中でも、「到達している」を選んだ回

答「12 名」が多く確認された。２年次全員対象の都内研修の実施を含め、イ

ンターンシップ実習におけるホスピタリティに関する事前講義または多様な

企業と連携して実施された実務体験のプログラム（観光文化入門等）を通し

て、学生が実際の産業界における多様な取り組みや価値観に触れる機会を得

られたことにより、高い自己評価の結果に繋がったと考えられる。 

コミュニケーション力・社会性 

上記項目に続いて、DP1a コミュニケーション力、DP2b 社会性は「ある程

度達成している」以上の自己評価回答が８割超えの結果となっており、上記

研修・実習プログラムでの学修効果に加え、例年多くの２・３年次学生が参

加する正課外活動「ツーリズムコマジョ」での体験も当該項目の高評価に貢

献していると考えられる。産学連携の目的で実施する「ツーリズムコマジ

ョ」では、学生が主体となって調査活動を実施し、実際の社会課題の把握と

その対策を学習・実践することにより、学生の社会に対する関心を含む社会

的使命感や責任感の向上にも繋がると考えられる。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

専門力・技術力 

DP の８項目のうち、「まだ到達していない」の回答が得られた項目として

は DP3a 専門力（9 名）と DP4a 技術力（10 名）が確認された。特に「まだ

到達していない」を選んだ学生の半数近くは他の項目でも同様の回答を選ん

でいる傾向にあり、その中では検定・資格の未受験・未取得の学生やその悩

み相談に関するコメントも発見され、同学年の中での「学習到達度」に関す

る差の拡大が懸念される。 

実施及び運用方法 

例年同様に、各調査項目に関する自己評価のレベル毎の明確な基準の関する

設定が課題として残っており、学生に分かりやすい基準（例えば、取得・合

格済み外部試験・資格の数や学内関連履修科目の成績評価による点数設定）

の工夫が引き続き、求められる。さらに、DP 項目毎の自己評価の根拠に関

連性の高い自由執筆項目では、不正確な回答や未記入のケースも多数あり、

一定の文字数の指定や事前の趣旨説明の改善等を検討したい。 

 

 



 

 

 

 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

専門力・技術力 

３年次以降の専門ゼミでの指導を通して当該項目に関する能力及び「学習到

達度」に関する自己認識の向上をはかるともに、個別の進路設計や悩みに応

じて、個別面談の実施や学内リソースの活用（学習支援センターや進路総合

センターとの連携）を強化していく方針である。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

自己評価の自由執筆欄の項目からは、基礎ゼミを含む必修科目から観光産業に関わる基礎知識をはじめ、観光分

野の特色であるホスピタリティ、コミュニケーション力が身についたという自己評価が多数確認された。さら

に、インターンシップ実習に対する高評価も発見され、事前講義や受け入れ先での実習を通して、社会人として

相応しい教養・マナーやコミュニケーション力の向上に繋がったという言及も多く見られた。一方、自己評価の

基準値がやや低い DP3 と DP4 項目における専門性や技術力に対する苦手意識の言及も発見されるが、今後の対

策として関連資格検定・試験の受験や専門ゼミでの指導を通して改善・強化させたいという考えを述べる学生も

多かった。 

 

資格試験・外部試験受験状況については、下記の表１でと取りまとめた。 

得られた回答結果としては、例年受験者の多い世界遺産検定をはじめ、実用英語技能検定や TOEIC 等の語学系

試験の受験者・合格者が中心となっており、旅行業取扱管理者を含む実務関連の検定・試験の受験者または希望

者が減少している結果が確認された。今後の対策としては、学修支援センターとの連携のもと、補修を含む特別

講義や学内での受験可能検定・試験の種類・回数の増加を図るともに、担任教員、専門ゼミや専門科目の授業に

おいて情報提供を強化し、より多くの学生の資格取得に繋げたい。 

 

表 1 各検定・試験の受験者数・合格者数とその内訳 

検定の種類 受験（名） 合格（名） 内訳 

秘書検定 3 2 ２級１名、３級１名 

ニュース時事能力検定 1 1 3 級 1 名 

実用英語技能検定 13 12 準１級 1 名、２級 7 名、準２級 2 名、３

級１名 

観光英語検定 2 1 ３級１名 

日本語検定 2 2 準２級 1 名、3 級１名 

日本語能力検定 1   

漢字検定 9 6 2 級 2 名、準 2 級 1 名、3 級 1 名、5 級 2

名 

世界遺産検定 11 7 ２級 2 名、３級 5 名 

サービス接遇検定 2 1 3 級１名 

アンティーク検定 1   

MOS 検定 3 1  

TOEIC 6   

TOEFL 2   

旅程管理研修（添乗員資格） 2 1  

該当なし 14  （受験なし 10 名、取得資格なし 4 名） 

その他 2 2  

 

今後卒業までに受験予定に関する情報として下記の回答が得られた。 

サービス接遇検定 3 名 

世界遺産検定 5 名 

国内旅行業務取扱管理者 5 名 

旅行地理 1 名 

秘書検定 8 名 

観光英語 3 名 

TOEIC 9 名 

日本語能力検定 １名 

韓国語能力検定 2 名 

MOS 検定 2 名 

ファイナンシャル・プラニング検定 1 名 

ホテルビジネス実務検定 1 名 

ビジネスマナー検定 1 名 

日商 PC 検定 2 名 



登録販売者 1 名 

簿記検定 1 名 

受験予定なし 4 名 

 

さらに、2 年次終了時点において、検定・資格未受験・未取得の学生が 10 名と今後受験予定なし（検討中を含

む）４名にた。学生が希望する業種・職種に応じた資格取得を、個別面談やゼミでの指導などを通して助言して

いく必要がある。 

 



  人間総合学群 心理学類 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

84 名 90 名 93.3％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 2 2.4％ 25 29.8％ 43 51.2％ 14 16.7％ 2.18 

人間性 3 3.6％ 33 39.3％ 42 50.0％ 6 7.1％ 2.39 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 3 3.6％ 29 34.5％ 32 38.1％ 20 23.8％ 2.18 

社会性 1 1.2％ 29 34.5％ 42 50.0％ 12 14.3％ 2.23 

ＤＰ３ 

専門力 1 1.2％ 10 11.9％ 49 58.3％ 24 28.6％ 1.86 

判断力 2 2.4％ 15 17.9％ 51 60.7％ 16 19.0％ 2.04 

ＤＰ４ 

技術力 1 1.2％ 22 26.2％ 44 52.4％ 17 20.2％ 2.08 

実践力 0 0.0％ 17 20.2％ 35 41.7％ 32 38.1％ 1.82 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

・ DP1・2 は、平均値が２年次終了時に目指される基準（レベル２）を超えており、学生が概ね適切な学修プロ

セスに沿って学んでいることがうかがえる。 

・ DP3・4 は、平均値が２年次終了時に目指される基準（レベル２）を下回っている。ただし、最も多く報告さ

れたレベルは 2 であり、平均値 2.0 を下回った「専門力」及び「実践力」は専門ゼミをはじめとして 3 年次以

降のカリキュラムにおいて特に意識されるものであるため、不適切な学修プロセスを表すものとは言えない。 

・ 回答率の高さと自己評価コメント（代表例は次頁）からは、学生たちの学びの姿勢がきわめて意欲的であるこ

とがうかがえ、自己評価得点がレベル 2 に集中している点は向上心の表れであるとも解釈できる。 

・ 以上の分析からは、CP・AP ともに DP 達成に適切であること、3・４年次は特に心理学の知を用いる専門的姿

勢（DP3）とそれを活用する実践力（DP4）の育成が目指されること、そして学生の意欲的な姿勢を尊重する

学びの提供が重要であることを指摘することができる。 

 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

DP1 の「人間性」及び 

DP2 の「社会性」が特に高い 

本学の学びは他者と協働する基本姿勢を身につける上で特に寄与していると

考えられる。講義だけでなくグループでの取り組みが多いことがその理由の

一つと言えるかもしれない。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

 
なし 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

 
なし 

 

7．自己評価コメントまとめ 

自己評価コメントからは学びへの意欲的かつ積極的な姿勢が共通して見られた。以下、代表的なものを挙げる。 

・ 専門知識は少しずつ理解できていると思う。今からインターンなども始まる中で資格取得も視野に入れて勉強して

いきたい。 

・ 本を読むことが少なくなっているので、教養力を培うために読書をする機会を増やしていきたい（学術書など） 

・ 人間性に関して、洞察力はもっと伸ばせると思う。また、コミュニケーション能力は、どの分野においても必要な

ので、もう少し伸ばしていきたいと考える。 

・ 授業で学んだ専門知識を身に付けることができておらず、日常生活や学びに活貸せていないと感じる。そのため授

業で学んだら終わりではなく、その後も積極的に学んだり日常的に意識することで様々な出来ことを心理学的観点

から考えられるようになりたい。 

・ 技術力や判断力などはまだ実践する現場や社会に出ていないため、なかなか自分が持っている力を発揮する場面が

少ないなと感じ、低めの評価にした。そのため、この項目に関しては実際に社会に出る機会を見つけたうえで自分

がどれくらい社会に貢献できるのかというのを確かめたい。そのほかの項目に関しては、②の社会性やコミュニケ

ーション能力の面で自分の成長を顧みると、大学に入学した時よりもはるかに能力を伸ばせたと感じている。授業

などのコミュニケーションが必要な場面で、自分から話を広げたり、積極的に質問するなど、前まではできなかっ

たことができる様になり、自分の中で成長したと思う。これからも人とコミュニケーションを積極的に取り、自分

の武器にできるようにしていきたい。 

・ 社会問題と心理学を結びつけて考えるようにする。そのために、基本的な知識や社会情勢を知る。 
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  人間総合学群 住空間デザイン学類 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

77 名 81 名 95.1％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 2 2.6％ 40 51.9％ 29 37.7％ 6 7.8％ 2.49 

人間性 8 10.4％ 43 55.8％ 21 27.3％ 5 6.5％ 2.70 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 4 5.2％ 32 41.6％ 31 40.3％ 10 13.0％ 2.39 

社会性 10 13.0％ 36 46.8％ 23 29.9％ 8 10.4％ 2.62 

ＤＰ３ 

専門力 2 2.6％ 36 46.8％ 32 41.6％ 7 9.1％ 2.43 

判断力 2 2.6％ 30 39.0％ 38 49.4％ 7 9.1％ 2.35 

ＤＰ４ 

技術力 3 3.9％ 25 32.5％ 41 53.2％ 8 10.4％ 2.30 

実践力 5 6.5％ 35 45.5％ 31 40.3％ 6 7.8％ 2.51 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

（１）8 項目の中で高い平均値は「人間性」と「社会性」であり、2022 年度 2 年修了時も同じ順位である。 

（２）8 項目の中で低い平均値は、2022 年度 2 年修了時と順位は交代したが「技術力」と「判断力」である。 

（３）2022 年度 2 年修了時と比較すると「人間性」「コミュニケーション力」以外の平均値は上昇している。 

（４）「人間性」「コミュニケーション力」は 2022 年度 2 年修了時の平均値からともに 0.03 ポイント減少した。 

（５）「人間性」はレベル 3・4 の回答が約 6 割以上（66.2%）を占めており、8 項目中最も高い。 

（６）「技術力」はレベル 1・2 の回答が約 6 割以上（63.6%）を占めており、8 項目中最も低い。 

（７）レベル 1 の回答が最も多いのは「コミュニケーション力」で、約 13%の学生が回答した。 

（８）レベル 1 の回答が 2 番目に多いのは「社会性」と「技術力」で、約 10%の学生が回答した。 

（９）レベル 4 の回答が最も多いのは「社会性」で約 13%の学生が回答し、2022 年度から 6pt 上昇した。 

（10）レベル 4 の回答が 2 番目に多いのは「人間性」で約 10%の学生が回答し、2022 年度から 2pt 上昇した。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

判断力・実践力 

対象学生が 1 年次の 2022 年度からコロナ禍が徐々に緩和されたことで、実

際の建物や空間を見学・体験して学ぶ機会を取り戻せたことが、「判断力」

（2.23→2.35）や「実践力」（2.42→2.51）の平均値向上に繋がった。 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

コミュニケーション力 

2022 年度の平均値から微減した。コロナ禍が解消された中で、依然として

1・2 年次における教員や学生同士と対面でのグループワーク等の意思疎通の

機会が減少したことが考えられる。 

実施及び運用方法について 
比較的成績の良い学生ほど控えめな評価を行い、その逆の現象もみられる傾

向がある。客観性の高い自己評価を得るための対策が必要と思われる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

コミュニケーション力 
グループワークなど少人数で個人発表やディスカッションの機会をより一層

増やすなど対策の必要性を教員間で共有し、実施する。 

実施及び運用方法について 

4 年次の学修到達度の確認実施において、2 年次の回答内容を参照させる方

法を検討することで、自身の到達度を客観的に振り返り、適正な評価に繋げ

ることを試みる。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・私の学修到達度はまだまだ低く遅れを取っていると思いました。 

・出された課題にそって、自分なりに考えながらデザインしそれを提案することができたが、プレゼントボード

の表現の仕方に少し改善点があるので、それを改善しながら今後の課題にも取り組んでいきたい。 

・1 年次に比べて、自分の考えを自分なりのやり方で表現できるようになった。しかし、まだまだ技術面が足り

ないため知識をつける必要があると感じる。 

・自己を客観的に評価するのは難しいが、この機会に見直せたのでさらなる向上を目指したいと思った。 

・２年次を通し、この項目の中で専門性が一番身についたように思った。設計の面ではアイディア力が足りずに

自分が思い描いている作品を作り上げることができなかった。建築作品に触れる機会を増やしていき今後の設計

のアイディア力につなげていきたいと思う。 

・課題に対して積極的に、計画的に取り組めるようにし、より多くの事を学べるようにしたいです。 

・知識や技術は身について、私生活でも取り入れたり、町の中で意識してみるようにはなったと感じる。個人で

の取り組みが多く、自らはたらきかけて周りの人と協力してやるのは苦手意識がある。また、計画を立てて実行

し、完成させるのもまだ課題に思う。 

・まだまだだと思う点が多くあるので卒業するまでに自己診断で 5 が付けられるように頑張っていきたいと思っ

た。 

・想像力が足りていないため、色々な視野をもってイメージする力をつけていかなければならない。専門的な知

識も、定着はまだできておらず、どんな質問にもすぐに答えられるように勉強していきたい。 

・家具・空間の寸法(スケール)感や Vectorworks による図面の描き方など、基礎的な知識がまだ完全にマスター

しきれていないため、より自主的に学習を進めるべきだと思った。 

・私は一からアイデアを出す設計やデザインの課題（住まいと暮らしの提案）が苦手で、毎回かなり苦戦しなが

ら取り組んでいます。デザイン案を出すことだけでなく Asobe 系ソフトや CAD 操作も普段から周りの生徒より

も一歩遅いペースでしか進められず、毎回締切ギリギリもしくは遅れての提出になってしまっています。時間に

余裕がないこともあり完成度も低いように思います。対照的にレポート課題やプレゼンテーション課題は得意な

方なので、作業時間も他課題ほどはかからずに取り組めています。また、学年が上がるごとに暮らしの環境に関

する知識が増えている実感があり、今までとはまた違った観点で考察ができるようになりました。今までの自分

よりも情報整理や資料・レポート制作スキルは上達したように思います。 

・授業を通して住空間に関わる知識や、課題に取り組むことで実際に提案してみることには慣れたが、それを実

践するとなると自信がない。 

・全体的に自己評価が低いのでこれから社会に出るためにも、評価を上げていく努力をしていきたいと思いま

す。 

・学んだことをまだしっかりと考えて作品を考えられてないと思うのでこれからのこともしっかり覚えて、きち

んと実現できるようにしたいと思った。 

・この大学に入ってからより社会をこの学部で学ぶインテリア、建築、建築の構造などを重視してみるようにな

った。（カフェとかの動線、家具、学校の家具とか、歩いている人の行動とか）しかも自分の考えていることを

形にすることもできるようになって自分のできることがどんどん増えてきてとてもうれしい。例えば簡単なこと

だがイラレ、フォトショ、ベクターが使えたり、大体の家具の寸法がわかってきたり、一年の時にできてなかっ

たことが今では当たり前にできているのがすごく大学で学んでいることを実感できる。 

・1 年生の何も分からない状態からここまで新しい知識を身につけて学んでいくことができた。様々な課題をす

ることで今までできなかったことができるようになったり、知ることができた。そして提出期限を守り課題を進

めていくことができた。これから 3 年生、4 年生では 1、2 年で学んだことを活かしてさらに良いものを作れる

ように学べるようにしていきたい。 

・様々な授業を通して、専門的な知識を数多く学ぶことができた。空間について提案する際、学んで得た知識を

盛り込んで考えることができるようになった。また、自分の大きな成長はプレゼンテーションだと考える。人前

に立って発表する経験が増え、自分が何を伝えたいのか、この提案に対して相手が聞きたいことは何かを考えら

れるようになったと思う。 

・様々な授業や課題を経験し成長はできていると思うが、成長に振り幅があるなと思う。やはりプレゼンも課題

の着眼点なども自ら人の良いところなどを吸収していく積極性が大切であると思う。 

・コンセプトが決まるまで長考する癖がある。また、一つのことに囚われ他の考えるべきことを忘れるので改善

したい。 

・先日の賃貸集合住宅デザインの発表を通して、自分はまだ人前で説得力のあるプレゼンをする力が未熟である

と感じた。今後の様々な発表の場に立つに向けて、自分の提案内容に対しての熱意、また、提案するにあたって
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の情報調査量を増やし、プレゼンへの自信に繋げていきたい。 

・自己判断では人間性、判断力、技術力が２だった。振り返ってみた時、まだまだ「建築」について深堀りして

いけるのではないかと思った。 

・自己診断のレベルが全体的に低めだった。大学在学中に自信を持って 4 だと言えるように勉学に励み、色々な

知識や技術を身に着けたい。 

・全体を通して、空間デザインのあり方や必要なこと、学ぶべきことを理解することが出来た。 

・できないことが多すぎて、逆に何ができるのか気になりました。少しずつでも、成長できたら良いなと感じま

した。 

・住空間デザインに関する知識はこの二年間を通して身についてきているが実践力や自らの行動力が欠けている

と思う。また、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力を上げていきたいと思う。 

・今回自己診断をしてみて、まだまだできていない部分が多いと感じました。レベル 4 の項目を意識して課題に

取り組んでいきたいと思いました。 

・色々な課題を通し+N32 てゼロから作品を生み出す楽しさを見いだせたのではないかと思います。しかし、考

えてから図面に書き出す、模型を製作するなど行動に移していくのが遅いと感じました。計画的に課題に取り組

むことをこれからは意識していきたいです。 

・実際に住む人の視点になり、テーマに沿って考えていく力がついていった. 文にまとめて相手に伝えることを

これからレベルアップしていきたい。 

・自分があまり教育目標に対して正面から向き合っていない為全体的に低い。 

・まだまだ学んだことを生かしきれていないと感じる。基礎的な能力は、付いてきていると感じるが、それに対

しての応用や実践力、技術がまだ足りていないと感じる。これから、様々な課題等を取り組むにあたって、それ

らが自分の課題点であるなと思う。 

・今回学習到達度の確認として、自己評価をしてみて自分の中でまだまだ足りていないのだと感じた。たとえ、

ひとつひとつが少しずつ出来ていたとしても意味はなく、自分の強みであったり得意なことをしっかりと知った

上でその分野を育てていくこともとても大切な事だと思った。 

・CAD や模型を製作する技術は身についたと実感していたが、専門的な知識や社会性、人間性がまだまだ備わ

っていないと感じた。 

・私は、二年間の大学の学びを経て、「住」における基礎的知識や技術は習得でき、様々な課題や演習、プレゼ

ン等を通すたびに自分のスキルアップを感じることができた。しかし、まだ社会に出て自分の強みであると胸を

張って言える能力が備わっていない。社会に出て仕事をしていくにあたって、学習指針にある全ての能力が必要

不可欠なものとなってくるため、残り二年間の大学生活の中で全ての能力に自信を持つことができるよう、多く

のことを自ら学んでいくべきだと考えた。 

・2 年間で、専門力や技術力だけでなく、コミュニケーション力や教養力など様々なことを身につけることがで

きたと思う。思いのままに設計していた課題も少しずつ、「構造はどうするのか、これで本当に成り立つのか」

などを考えるようになり、相手の要望を聞いたうえで自分の考えや個性を取り入れる難しさに気付くことができ

た。また、様々な授業で講評会など自分の考えを伝える場面が多くあったため、プレゼンテーション能力は入学

した時に比べると成長できたと思う。しかし、まだ、メモを読むだけの発表になっていて、自分の設計の良さを

十分に伝えられていないと感じたため、これから更にプレゼン力を鍛えていきたい。これまでの設計課題をこな

すうちに、模型制作には自信をつけることができたが、いつも模型だけだと感じるため、もっと多くの建築を知

って、柔軟な思考でアイディアを生み出す力をつけていきたいと思う。 

・伸びしろが多い項目が多い。在学中に社会で求められる能力と経験を身に着けたい。 

・論理立てて相手にわかりやすく伝えることはもう少し工夫が必要だと感じた。また、与えられた問題に対する

解決策を見つけることはできるものの、自分で問題を探し出す力がもう少し必要だと感じている。人間性、教養

に関してはある程度身についているのではないかと考えている。 

・自己評価をしてみて、1 年生から学べてるのか不安でしたが振り返ってみると、入学当時に比べて出来ること

がたくさん増えていて嬉しかった。また、今現在 3 年生として頑張っていますが今が 1 番学べていると感じるの

で、4 年生の終わりにどれくらい成長出来ているのか楽しみなので、引き続き頑張っていきたいとおもった。 

・改めて自分の実力を見直すことができ、思ったより低く大学生活の残り半分はもっと有意義に使いたいです。 

・グループワークがあまり得意ではないが、これからは自分の意見を相手に分かりやすいように伝えるのが課題

だと思っていて、みんなの色々な意見を聞いてそれをまとめる事が出来ると自分の中では思っているのでここを

もっと強みにしていきたいなと思う。 

・与えられた課題は行っているが自ら進んで深堀をしようとしていない。自分が興味・関心を持ったこと以外最

低限の出来で終わらせている。 

・全体的にレベル１がほとんどなので、ひとまず、レベル２までレベルをあげれるように頑張りたいと思いま
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す。 

・住まいとくらしに関する社会での問題を自ら見つけ、解決に向けた計画手順や技術力を応用して実践するとい

うことがまだ経験も実践も不足していると感じる。一年次と比べ現在は、住まいとくらしに関する提案ができる

企画力や発想力、表現力、それらを他者へと分かりやすく伝えるためのプレゼンテーション能力が鍛えられ、

徐々に自分の力になってきていると感じる。事前準備をしても人前で話すと緊張してしまい、納得のいくプレゼ

ンができなかった自分が、講義のプレゼンなどで経験を積み、飾らずにただ等身大の自分で勝負すると考えるよ

うになってから、プレゼンの画面を見ながら自分の言葉を他者へと説明できるようになった。しかし、まだ論理

的で説得力のある文章を書けるというわけではないと感じるので、他者の文章を分析し、参考にしながら自分の

文章に取り入れていきたい。 

・自ら考えを生み出して実践させる努力をもっとつける必要があると感じました。 

・入学時と比べ、基礎的な知識・技術を身に着けることができたと思う。また、卒業までの残り１年でもう１レ

ベルあげることができるようにしたい。 

・興味のあることはと率先して取り組むことができたが、あまり興味のない授業は疎かになってしまった部分が

あった。今後は何事にも積極的的に取り組むようにしたい。 

・問題点等を認識し、それに合わせ変更を行う案をだすことができるが、その判断が最適なのか専門的な解決が

できているかどうかの自信がなく、不明瞭のまま選択してしまうことがある。利用者の目線に立ち、不便なとこ

ろなど無いかなど、考える。 

・1 年の時よりかは、技術面的には成長していると思うが、論理的に考えたり言葉で説明することが、まだまだ

だです。 

・学べば学ぶほど建築が複雑に感じる。住みやすいのデザインの良い悪いはわかるようになってきたが、法律の

基準的にはどうなのかまだまだわからないことが多すぎると思う。今の自分の頭を最大限使って、デザインや工

夫を精一杯生み出していきたい。 

・自分に特に足りないものは、プレゼンテーション能力と考察力、計画実行力だと思った。 

・授業で出された課題にただ取り組むのみでそこから自分のものにしようと落とし込めていることがない。 

・胸を張ってレベル 4 と言えなかった。今年はもっと自発的に課題に取り組みたいです。 

・大学に入学して 2 年、建築・インテリアについて専門的に学習してきて、今まであまり深くは理解していなか

ったことが、今では理解して応用できるまでに成長することができたと思います。あと 2 年、これ以上に理解を

深めて将来、役にたつようにしていきたいと思います。 

・自分が全然何もできていないことが改めてわかりました。もっと自分なりに努力してみんなに追いつかなけれ

ばならないなと思いました。今の時点で当たり前ができてないので、当たり前を当たり前にできるようにまずは

頑張ろうと思いました。 

・どの項目においてもレベルが低く、社会に出るまでに改善し、活躍できる人間になりたいと感じた。 

・自己評価をしてみて自分はまだ出来ていないことが多いと気付いた。ほぼ全部の項目に 2 をつけてしったが、

今年が終わるまでに自分にとって 2 以上になれるようにしたい。 

・入学当初より確実に知識が身についているなと二年間を振り返り感じた。 

・一年を通して、自分の得意なことや苦手なことが少し分かるようになった。それと同時に、苦手なことに対し

て伸ばしたいという思いが強くなった。就活がこれから始まるので、自己分析を持っとして、短所を理解し長所

につなげていけるようにしようと考えることができた。 

・入学前から自覚していましたがコミュニケーション能力が非常に低いことに改めて気づきました。コミュニケ

ーションもそうですが特に人前に出ることが苦手なため何をどんな感じに伝えるのかシミレーションしていても

いざ本番になるとうまく伝えることができないことが多々ありました。どうしたら人前で緊張しなくなるのか

色々考え、コンタクトを外して周りを見ないようにするなど工夫しましたがうまくいきませんでした。だから発

表に慣れるしかないと思ったため自分の考えにまずは自信をつけていこうと思います。3 年次は堂々と発表でき

ることを目標に取り組みたいです。 

・課題に対して計画的に実行する力が付いたと実感する。また、物事を進めていく中で他者とのコミュニケーシ

ョンも充実していたと感じる。難しい問題に直面した際には、積極的に質問することもできた。様々な人の考え

を聞いて自分の視野も広がった。 

・問題点を見出すことはできても、論理的に批判したり相手にわかりやすく伝えたりすることが不得意であるこ

とが分かった。 

・くらしの環境や専門的な知識は以前より身についたと感じた。これからは、プレゼンテーション能力を上げて

いきたいと思った。 

・まだ構想段階でデザインの軸となる部分の構想が甘く、形にする作業のなかでデザインが変わったりしてしま

いがちなところがある。発表など伝えたいことを準備できるときは良いが、エスキスの際は曖昧な表現や考えが
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至らない箇所があるように思う。 

・3 と 2 が多かった。4 が少なかったので 4 に出来るように頑張りたい。また、プレゼン力がまだ無いので自分

が思ったことを相手に伝えれるように頑張りたと思った。 

・知識や技術はある程度身についたため、課題に対してより広い考えを持つことができるようになったと感じ

る。一方で世の中の問題解決や様々な目線に立つ力はまだ足りないと感じる。 

・より良い作品を作れるように日々アイディアをまとめるようになった。 

・全体的にレベル 3 が多く、レベル４と自己診断するのはまだまだなレベルにあると感じた。4 年修了時には自

信を持ってレベル４と自己評価するために日々更なる努力をしたいと思った。 

・自分自身について普段から過小評価してしまう部分があるため、自分がどのくらいの立ち位置にいるのか把握

することが難しい。周りと比較せずに自分らしさを作品に出すようになってからは、課題作品に対して評価され

ることが増えた。それを自信に変えて課題制作に努めていきたい。また、自分で制作した作品や考案において

は、積極的に発信していけるように対話力を身につけていきたい。 

・自分の作品を相手にわかりやすく自信を持って発表することはまだできてないなと思うので、今後も授業を通

して慣れていきたいなと思います。色々な考えの人がいるので多様な価値観に対して柔軟に対応できるような思

考力をもっとつけて、自分の好みに寄りすぎないような作品作りを心がけたいと思います。総合的な知識をつけ

るために資格試験に挑戦したりと目標を決めて取り組みたいと思います。 

・住空間や暮らしについて、自信を持って正しい知識を伝えることはまだできないと考えた。あと 2 年間でより

多くの知識を蓄えられるようにする。 

・住まいや暮らしに関する情報は自分から勉強したり、意欲的に知ろうとしているので考察や、自分の考えはし

っかり持つようにしている。自分の考えを人に分かりやすく説明したり、共同作業でスムーズに作業ができるよ

うに頑張りたい。 

・知識や自分の考察を持てたとしても、それを発揮する表現力やプレゼンテーション能力がまだ自分には劣って

いると考えた。 

・自分に向かってくる問題を常に冷静に分析してしまうため、現実的で面白みのない解決策しか見つからないの

で 3 にしました。3 を 4 にするには、周りの人のような面白みがあり、あまり現実的ではない発想で誰かを楽し

ませるすごい建物を作ってみたいです。今年の目標は、自分の考えにストップをかけないことです。やる前から

無理だと思ってしまうのではなく、やってみようを心掛けることで自己評価を 4 にすることができる気がしま

す。 

・全体的に平均レベルの評価をつけた。特に住まいとくらしの空間デザインを提案できる多様な技術力と、それ

を社会の中で広く応用していく実践力の養成は自分の中で重要だと感じるため、レベル４になるようにしたい。 

・自分自身の評価についてこの表で考えてみると、まだできていない部分が多く、これからの授業などから学ん

でいきたいと感じた。 

（以上） 
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  人間健康学部 健康栄養学科 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

54 名 88 名 61％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 54 1.9％ 54 48.1％ 54 38.9％ 54 11.1％ 2.4 

人間性 54 14.8％ 54 55.6％ 54 22.2％ 54 7.4％ 2.8 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 

54 18.5％ 54 57.4％ 54 22.2％ 54 1.9％ 2.9 

社会性 54 16.7％ 54 50.0％ 54 27.8％ 54 5.6％ 2.8 

ＤＰ３ 

専門力 54 0％ 54 51.9％ 54 37.0％ 54 11.1％ 2.4 

判断力 54 5.6％ 54 37.0％ 54 48.1％ 54 9.3％ 2.4 

ＤＰ４ 

技術力 54 1.9％ 54 46.3％ 54 44.4％ 54 7.4％ 2.4 

実践力 54 11.1％ 54 31.5％ 54 46.3％ 54 11.1％ 2.4 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

(1)学修指針の各項目とも、平均は 2.4 点以上であった。 

(2)教育目標 DP1(人間と社会に関する広汎な知識と、他者から信頼される人間性の養成)の「人間性」、DP2(栄養に

係わる職場で役立つ日本語運用能力やプレゼンテーション力と、職業を通して自らの存在を高めていこうとする社

会性の養成)の「コミニュケーション力」、「社会性」は、平均がそれぞれ 2.8 点, 2.9 点, 2.8 点と３点近くあ

り、他の教育目標よりも高かった。栄養士・管理栄養士は対人関係をうまく保つことが重要であり、これらの項目

の学修到達度が高かったことは、DP 達成に向けての CP, AP が適切であったと考えられた。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

栄養士・管理栄養士としての社会的責務を果たすことができるようにカリキ

ュラムをしているが、特に、心理学を必修としていることが、「人間性」の

向上に効果を示していると考えられた。 

コミニュケーション力、社会性 

社会人に求められる幅広い教養とコミュニケーション力を養うために、上記

の心理学の他、基礎ゼミや各実習での発表、ディスカッションが「コミニュ

ケーション力」や「社会性」の向上に役立っていると考えられた。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

実施方法について 

学修到達度の確認の実施をメールで周知し、回答を Google フォームで行っ

たが、回答率が 61％であった。学生自身に自分の到達度を確認させ、3年生

以降の課題を自ら再認識させるためにも、回答率をさらに上げる必要があっ

た。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

実施方法について 

学修到達度の確認の実施をメールで周知し、回答を Google フォームで行っ

たが、周知が不十分であった。実施時期を早めてオリエンテーションの時に

教室で行うなど、方法を改める必要があると考えられた。 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・大学一年生に比べて、調理実習や実験が多く、実践力やコミュニケーション能力は上がったかなと思いまし

た。 

・実習という授業形態に慣れることができた。 

・友達とコミュニケーションを沢山取れた 

・忙しいかったが何事にも一生懸命に取り組めやり切ることができた。 

・専門科目をもう少し頑張ります。 

・実験や実習などでもっと積極的に発言、行動をした方が良かったと思いました。 

・わからないことはすぐ聞けるようになった 

・ほとんど身についてないため、あと 2 年努力していきたい。 

・英語など中学生程度だったのであまり学んだ感じがしなかった。 

・大学 2 年生にかけて、発表やレポートを書くことに抵抗なく取り組めるようになった。 

・人間力やコミュニケーション力などはついたが、基礎知識や専門科目の知識力があまりついてないと思う。管

理栄養士になるためではなく学校を卒業できるために勉強しているという感じのため中々知識が増えない。 

・課題に一生懸命になりすぎてしまい、日々の予習復習に手が回っていないのが現状です。そのため、教養力・

専門力が周りと比べても低いと考えています。 

・全然身についていないと思う。努力したい。 

・クラスで協力してやる授業が多かったのでコミュニケーションを積極的にとることができました。以前より主

体性も身についたが、専門的な知識をあまりつけられなかったので 3 年次では勉強を頑張りたいです。 

・学年があがるにつれて忙しくなってきたけどどうすれば効率よくこなしていけるかを考え、こなすことができ

たと思う。 

・自己評価では全て低めだったため 3 年生は努力したい 

・この 2 年間では自分なりに問いを見つけ、それについて考えたり調べたりする機械が増えたと思う。それに伴

って様々な知識を得ることができた。 

・実験実習の授業ではコミュニケーション能力、臨機応変に対応できる能力を身につけることができました。実

践力や専門力などはまだまだないのでこれから頑張ります。 

・栄養に関する専門のことを学ぶことができ、多くの知識を得られたと思います。 

・専門力がついたと実感しています。新しい知識も増え、それを応用して考えられることが出来るようになりま

した。 

・みんなと協力しながらできました。 

・ある程度身につけることが出来たが自信を持って身についたと思えるものがなかった。不足している部分があ

るためこれから最高値ができるようにしていきたい。 

・そこそこ忙しかったので、学業と遊びと両立しようと日々大事にして頑張ったと感じている。 

・１年生に比べて実験や実習が増えたが、友達と協力しながら考えて知識を身につけることができるようになっ

たと感じました。 

・もう少し頑張りたい。 

・２年の後期では初めてフル単を取れたので 3 年も頑張りたいです 

・レポート課題や発表により、コミュニケーション力が身についたと思います。 

・学んだことは理解しテスト等にも生かせたが 3 年次になり復習した時に忘れている部分も多かったのでまだ習

得が不足している部分もあると思ったので理解力を深めたい。 

・色んな人に出会い関わっていくことで多くの経験ができた。そのため、社会性やコミユニケーション力といっ

た人間性が養われた。 

・２年間の学修の中で最低限はできるようになったが、まだまだ復習や覚えることがあると感じた。 

・勉強時間はしっかり取れていても、間違いを覚えていたりすることも多々あったので、クラスルームに授業の

資料を載せてほしい授業は多くあった。理解が不十分なまま進んでしまった内容も多くあった気がする。国試の

ために勉強というより、今はまだ定期テストに向けての勉強が多く、しっかり身についたかと言われるとそうで

はない。 

・コミ力はたかくなった 

・教養力や人間性、技術力を身につけたいです 

・考えてみると意外と身についていない事を自覚しました。 
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・コミュニケーション力を育てたい。 

・改めて振り返るとできているのか難しいなと思う 

・２年生は成績が低かったので、３年生では毎日ちゃんと学校行って頑張りたい。 

・食に関してさらに興味を持ち技術を高めようとした 

・実験が多かったので特に技術面・実践力が身についたと感じた。 

・国試に向けてどんどん知識を入れていこうと思う。 

・精一杯頑張れていたと思う。これからも頑張りたい。 

・単位を全て取得し、理解も深まったのでよかった 

・座学の授業を通して様々な知識を得ることができたとともに、実験や実習を通してさらに理解を深めることが

できた。 

・管理栄養士としてのあり方や働き方を大学２年間で学習し、まだまだ実践力や判断力、包丁の技術力が足りて

いないと感じました。この２年間でコミュニケーション大切さを学び、今までよりコミュニケーションを取れる

ようになった。 

・高校までに学んだものの発展はよくできたが、大学に入ってからの新しい技術面・学力面に関しては不安ばか

りで、今のままでは、まったく国家試験に受かる兆しが見えないです。 

・風疹ワクチン臨地実習に向けた実践的な知識を学ぶことができた。グループワークなどが多いので、人間性や

コミュニケーション能力は向上したのではないかと思う。 

・大学生としてある程度の教養は身についたと思う。 

・各科目の学習はそれなりに身についていると感じているが、まだ実践に生かす為の知識の整理がついていない

と感じている。 

・やるべきことに優先順位をつけて進められるようになりました。高校で身につけた自分にあった勉強方法で学

習に取り組めました。 

・もっと実践力と知識をつけるべきだと思った？ 

・ほとんど何も覚えずに歳を重ねてしまいました。 

・より専門的な知識を得ることができた 

・大学２年生は、専門性の高い科目が多く、がんばっていたからです。 

・各授業で班員が異なるグループでの活動が多くて、コミュニケーション能力の大切さを感じた。 
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  看護学部 看護学科 

 

2023 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

70 名 78 名 89．7％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 7 10.0％ 38 54.3％ 19 27.1％ 6 8.6％ 2.66 

人間性 20 28.6％ 33 47.1％ 14 20.0％ 3 4.3％ 3.00 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 19 27.1％ 37 52.9％ 10 14.3％ 4 5.7％ 3.01 

社会性 15 21.4％ 35 50.0％ 17 24.3％ 3 4.3％ 2.89 

ＤＰ３ 

専門力 9 12.9％ 33 47.1％ 21 30.0％ 7 10.0％ 2.63 

判断力 5 7.1％ 33 47.1％ 26 37.1％ 6 8.6％ 2.53 

ＤＰ４ 

技術力 5 7.1％ 37 52.9％ 23 32.9％ 5 7.1％ 2.60 

実践力 5 7.1％ 35 50.0％ 24 34.3％ 6 8.6％ 2.56 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

 平均値が 3.0 以上となっていたのは「人間性」「コミュニケーション力」の２項目であり、続いて「社会性」が

2.89、「教養力」が 2.66 であった。DP1 と DP2 は順調に達成に向けて学修が進んでいるものと考えられる。 

看護学科のカリキュラムは、1・2 年次において教養教育科目および専門基礎科目が大半を占めることから、「専

門力」「判断力」「技術力」「実践力」は 3 年次以降の専門科目の学修によって到達レベルの上昇が期待できる。 

なお、本調査の対象となった学生は、新カリキュラムが開始された初年度の入学生であるため、前年との比較は

困難であり、次年度以降の結果を比較することで新カリキュラムの評価に繋げることが可能と考える。 

また、CP の評価方法として新カリキュラムでは、「2 年次までに配当された全ての必修科目を修得しなければ、

3 年前期の配当科目を履修することができない」としている。この規定に到達できなかった学生は 9 名であった。 

 

 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

なし 
 

なし 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

実施及び運用方法について 

3 年次の学修へ進むための条件としている「2 年次までに配当された全ての

必修科目の修得」を達成できなかった学生が予想外に多く発生している。必

修科目を配当学年で確実に単位修得することの重要性が充分伝えられていな

い可能性がある。 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

実施及び運用方法について 

CP について、入学時オリエンテーションおよび 2 年次オリエンテーション

で伝えているが、学修の順序性から必修科目を配当学年で確実に学修するこ

との重要性を様々な場面でより丁寧に説明する。 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・授業を通して､まだ､知識量が少ないことなどが課題としてあると思ったため､今後､予習や復習をして知識量を

増やしていけるようにしていきたい。 

・実技の実践の機会がもっと必要。 

・今まで学んできたことのない人の体について様々な角度から学び、様々なことを習得することができた。しか

し、まだまだ必要な知識や技術などは学びきれないほどあると思うので、今後も学んでいく必要があると思

う。大学 2 年間で大人に言われてするのではなく自分から勉強するということを身につけることができたと思

うので、今後も勉強を自ら進んでやっていきたい。私はうっかりしてしまうことが多いので、一つ一つ確認し

てから行うことを意識して残りの 2 年間を過ごしたい。 

・病態生理や身体的などの専門的な知識だけでなく、患者と関わる際に必要な心理的な側面で必要な知識も養う

ことができました。 

・看護についてや看護を提供するまでの過程について学べています。 

・1 年生、2 年生と目の前のことに追われ、基礎の部分がこんなにも重要になるとは 2 年の後期になるまで分から

なかった。早くに気づくことができたため、今後の課題として、時間を作り復習をしていくことが重要だと思

った。 

・専門的な教科が増えた分勉強は大変だったがその分身についたことが多かったと感じた。  

・看護過程の解釈・分析のアセスメントに時間がかかってしまう。そのため疑問点は早めに解決するよう心がけ

る。 

・2 年間の学修を通して、看護に関する知識を習得すると共に、将来医療従事者のひとりとして働くということ

に対する責任感の必要性や、一人一人の個性を尊重し個別性に配慮した対応に関する能力の習得ができたと感

じています。 

・知識を活かして情報収集したりアセスメントをすることは以前よりできるようになったが、コミュニケーショ

ン能力が足りないと思う。 

・看護過程を頑張りたい。 

・疾病への理解がアセスメントなどを通して理解を深められた。 

・この 2 年間で自身の学力で補わなければいけないところがハッキリしました。また、アセスメントについては

矛盾がないよう病態をしっかり理解し論理的に組み立てられるようになるまで、あともう少しだと思っていま

す。これまでの知識が結びつきアセスメントの能力向上をヒシヒシと感じています。 

・課題は全て取り組むよう努力してきた。ただ疾病と治療のような専門的な内容の科目は自学があまり進まず、

完全な習得には至っていない部分がある。 

・課題が多いため、毎日勉強するような習慣がついた。 

・課題をこなすだけで精一杯になり、主体的に勉強することが出来なかったことが反省点です。 

・2 年間過ごしていたのに、自己評価で秀を付けられるものがなかった。秀を付けられるように努力していく。 

・大変なことも多かったが、何ができるかをよく考えながら学んで来れたと思う。 

・アクティブラーニングでより理解を深めることができた 

・自分がしたい看護とは何かを考えながら学習に取り組むことができた。 

・日頃から学習する習慣をつけることが大切だと実感しました。 

・課題の提出期限がテスト期間と被っていて大変な時もありましたが自分なりにスケジュールをたてて取り組む

ことが出来ました。 

・看護過程が難しい 

・実習や演習などの自分で体験している学習は覚えていることが多いが、学科だとやはり覚えていることが演習

に比べて少ない。 

・教育目標に対応する学習指針として挙げられた 8 つについて自己評価を行い、現在の学修到達度を確認するこ

とができました。 

・課題が多く 2 年生の頃と比にならない 

・卒業までに実践力を高めたいです。 

・2 年次までは知識を学ぶ授業が多く、現在はその学びを活かすような授業が多くある印象なので、学んできた

ことを活かせていると思う。しかし、完璧ではないので知識不足が課題。 

・実践の練習は 1〜2 年の間しかできないのでそれを逃すと自力で経験を積むしかないので実技の授業にどれだけ

積極的に参加するかが大切。 

・大学 2 年間で人間として、看護をする立場として様々な学びを得て、成長できていると感じる。技術力がまだ

足りていないため、今後の課題とし、演習を通して成長していきたい。 
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・社会性やコミュニケーションが低いので改善したいと感じました 

・技術の項目に関して不安な気持ちが勝ってしまうので自信を待って行えるようにしたいです。そのために動画

などで基礎的な順序を覚え患者の疾患に応じたケアができるように苦手な疾病を頑張らないといけないと実感

した。 

・もう少し頑張れればよかったと思っています。 

・1 年生の時よりは明らかに知識がついて実践できるようになってきたが、あと 2 年で卒業して看護師として働

けるかといわれたら無理そうだと思った。 

・2 年間勉強してきましたが 3 年になって分からないことが多くその時その時の復習が大切だと感じました 

・課題を終わらせることに夢中になって勉強が疎かになっていると感じる。課題をやりながら勉強もして知識を

ちゃんとつけていきたい。 

・課題の期限が間に合わなかった科目がある 

・課題が多くて大変だが、期限を守り提出している 

・学習の進度についていけなかった。もっと予習復習に時間を取らないといけないのはわかっていたが、課題な

どで時間を取るのが難しかった。 

・課題は難しいことが多いが、自分なりに頑張ることができたと思います。 

・予習復習をするようになった。 

・今年きついけどがんばります 

・これからも積極的に学んでいきたい。 

・技術などもっと動画見て学習するべきだと思いました。 

・課題多いけど頑張ります 

・大学 2 年間で対象を理解することの大切さを学べた。 

・課題が多いです。 

・2 年間でさまざまなことを学び、看護に関連した知識だけでなくグループワークなどを通して他者のと関わり

方を身につけることができたが、学んだ知識を活かして新たな学びにつながることがあまりできていないこと

が課題であると考える。 

・課題を後半に残してしまって最後に大変になった。 

・課題も多く、テストも難しいため授業予定を確認し計画的に課題や勉強に取り組む事が大切だと思った。 

・専門性など知識はあるけど、それを実践に繋げていくのが苦手だなと気づいた。 

・毎日の授業外での自己学習が大事 

・授業について行くのが必死で知識が身についているのか不安でしたが、実習などの実践を通して自分が成長し

ていることを実感する場面があり、嬉しかったです。ただ、基礎の部分の知識量が足りないと実感する場面の

方が多いというのが正直なところで、1 年生の頃の科目の重要性を痛感しているところです。 

・これからもがんばる！ 

・この二年間で、看護師として必要な基礎的な技術や専門的知識について学んでくることができた。今後はこの

知識と技術を患者さんや地域の人に実際に提供できるように学びと実習での実践を繰り返していくことが必要

であると考える。 

・看護の専門的な知識を得ながら、友人と共に試行錯誤しながら日々を過ごし、有意義な学修を行うことができ

ていると思いました。 

・一年時は自己練習を行い技術強化を行っていたが、二年時はあまり行うことがでなかった。 

・今後も頑張りたいです。 

・自分が好きな科目と全く興味のない科目への熱量の差が激しすぎたように思う。 

・看護をするにあたって患者の時点で物事を考えられるようになった。根拠に基づいて何が最善かを考えられる

のが課題である 

・概ね達成できたと思う。 

・しっかり計画を立てて課題をやる大切を学んだ 

・勉強に励めていると思います 
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